





























問 題 と 目 的 
 
 学生は，学習に際して様々な感情を経験する。これらの感情は国外において達成感情（achievement emotions; 
e.g., Pekrun, 2006; Pekrun, Elliot, & Maier, 2006）や学業的感情（academic emotions; Pekrun, Goetz, Titz, & Perry, 
2002; Goetz, Pekrun, Hall, & Haag, 2006）として知見が蓄積されており，達成目標（achievement goals; Elliot & 
Church,1997）などの学業的変数や，成績（e.g., Daniels, Stupnisky, Pekrun, Haynes, Perry, & Newall, 2009; Reeve, 
Bonaccio, & Winford, 2014）との関連が報告されているほか，Pekrun（2000, 2006）の統制─価値理論（control-value 
theory）によって，学生の感情経験が環境や外的・内的な評価などの変数から影響を受け，動機づけや成績に
影響を及ぼすといった仮説的モデルも提唱されている（Figure 1）。主として学業的感情全般の調査に用いられ
る質問紙である Achievement Emotions Questionnaire（AEQ; Pekrun, Goetz, Frenzel, Barchfeld, & Perry, 2011）では，
学業的な感情が生起する場面として学習関連感情（Learning-Related Emotions）や授業関連感情（Class-Related 









た研究が大多数を占めるものであった。しかしながら，前述した Achievement Emotions Questionnaire で複数の
感情が扱われていることからもわかる通り，近年では不安のみならず複数のネガティブな感情，ポジティブ感
情を含めた検討なども蓄積されつつある。Pekrun, Goetz, Perry, Kramer, & Hochstadt（2004）では，インタビュー
や半構造化された質問紙などを用いた探索的な研究をふまえて作成した質問紙で大学生の感情経験と性格特性，
50 - 2 - 
成績などとの関連を検討し，その結果をもとに Test Emotions Questionnaire（TEQ）を作成して大学生を対象に
調査をおこない，その信頼性や妥当性を確認しており，試験に関連する感情に着目して TEQ を用いた検討をお
こなっている研究もみられる（e.g., Schutz, Benson, & Decuir-Gunby, 2008; Buric, 2015）。 
 
 
Figure 1. 統制─価値理論における先行要因・感情・後続する要因間の相互の関係性を示したモデル（Pekrun, 2006） 
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Table 1 


























ましいとされ，先行研究においてもこの方法が主流である（e.g., Goetz, Frenzel, Pekrun, Hall, & Lüdtke, 2007; 






































































































































































学生自身の要求水準（e.g., A+をとりたい）の統制と，それにもとづく成功可能性（e.g., 前年度の A+取得者の
割合）の提示や，得意度（その授業の内容が得意であるか不得意であるか）といった要因が必要になる。 
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